
レベル４自動運転バスの運行開始について

令和７年度第2回柏市交通政策審議会 資料６



自動運転の取組みを行う目的

➢ 近年，バスの運転士不足により，路線バスの減便や廃止が進んでおり，公共交通の維持が全国的課題。

➢ バスの自動運転化は，こうした課題を解決する手段の一つであり、特定のエリアで運転士を必要とせ

ず、システムが全ての走行操作を行う「自動運転レベル4」の実用化を目指し、各種実証実験に取り組

んでいる。



自動運転バス実証実験の実施体制

自動運転バスの実証実験は、ITS（高度情報システム）を用いて行政機関・民間企業・各種団体等が協力し、

活動するためのプラットフォームとして2010年2月に設立された「柏ITS推進協議会」が主体となって

行っている。

RoAD to the L4プロジェクトスタート（2021年3月～）
➢ 国土交通省と経済産業省が連携し，自動運転レベル４の実現・普及に向けた新たなプロジェクト

➢ 柏市は，歩行者・自転車・自動車等が混在する空間で信号機等からの情報等を活用し，レベル4自動運転
サービスの実現に向けた取り組みを行うエリアとして，柏の葉地区が選定された。

  （通称 CooL4： Cooperative Level4 Automated Mobility Service ）



レベル4自動運転を実施する区間

科警研西交差点を含む，「1号近隣公園」バス停から

「三井ガーデンホテル柏の葉パークサイド前(税関研修所) 」バス停までのL字区間（約７００ｍ）



レベル４自動運転バスの紹介 ①

車両に積載したセンサーやカメラにより、360度後側方の歩行者・自転車認識や、小物体・横臥者認識、

バス停発進時の後方接近車両の認識が可能。



レベル４自動運転バスの紹介 ②

協調型路側機を活用し，早めに減速を開始することで急ブレーキを回避し，安全な停止を可能とする。



レベル４自動運転バス運行開始までの経緯



出発式

東京大学主催で，記者発表会および出発式（特別試乗会）を開催

⚫ 日 時 ：令和8年1月13日（火）

⚫ 場 所 ：東京大学柏キャンパス （柏図書館メディアホール及び図書館横バス停スペース）
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